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八
重
山
諸
島
か
ら
見
た
日
本
／
沖
縄

「
境
界
の
島
々
」
　
の
歴
史
（
五
）

こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た
っ
て
先
史
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま

で
の
八
重
山
の
歴
史
を
叙
述
し
て
き
た
。
前
回
は
、
八
重
山
の
離

島
地
域
、
特
に
与
那
国
島
に
焦
点
を
当
て
て
、
一
九
五
〇
年
代
か

ら
一
九
七
二
　
（
昭
和
四
七
）
　
年
の
施
政
権
返
還
前
後
ま
で
の
八
重

山
の
現
代
史
を
叙
述
し
た
。
こ
の
連
載
の
最
終
回
に
あ
た
る
今
回

は
、
一
九
七
二
　
（
昭
和
四
七
）
　
年
の
施
政
権
返
還
以
後
、
現
在
に

い
た
る
ま
で
の
八
重
山
の
歴
史
を
叙
述
す
る
。
そ
し
て
そ
の
後
に
、

こ
の
連
載
の
初
回
に
提
示
し
た
、
八
重
山
に
お
け
る
　
「
重
層
的
な

境
界
性
」
　
の
形
成
過
程
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行

な
い
、
こ
の
連
載
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

l
　
施
政
権
返
還
後
の
八
重
山

与
那
国
を
は
じ
め
と
す
る
八
重
山
の
離
島
地
域
に
お
け
る
第
一

次
産
業
従
事
者
層
を
中
心
と
す
る
人
口
流
出
は
、
一
九
七
二
　
（
昭

原
　
知
事

和
四
七
）
　
年
の
施
政
権
返
還
後
も
つ
づ
い
た
。
施
政
権
返
還
後
、

八
重
山
で
は
、
前
回
詳
述
し
た
よ
う
な
社
会
資
本
の
整
備
、
市
場

経
済
・
貨
幣
経
済
の
浸
透
、
高
学
歴
化
、
そ
し
て
産
業
構
造
の
変

化
が
一
層
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

社
会
資
本
の
整
備
、
市
場
経
済
・
貨
幣
経
済
の
浸
透
、
産
業
構

造
の
変
化
の
進
展
と
密
接
に
関
わ
る
経
済
構
造
に
関
し
て
い
え
ば
、

米
国
統
治
下
の
沖
縄
の
経
済
構
造
は
　
「
移
入
・
消
費
型
経
済
」
　
（
そ

し
て
　
「
基
地
経
済
」
）
　
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
一
方
、
施
政

権
返
還
後
の
沖
縄
の
経
済
構
造
は
、
日
本
政
府
主
導
の
も
と
社
会

資
本
や
産
業
基
盤
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来

の
移
入
・
消
費
型
経
済
に
加
え
て
　
「
財
政
依
存
型
経
済
」
と
い
う

様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
施
政
権
返
還
後
、
日
本

国
政
府
は
、
特
に
社
会
資
本
や
経
済
の
面
に
お
け
る
沖
縄
と
日
本

本
土
の
格
差
を
是
正
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
復
帰
特
別
措
置
を
講
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じ
た
ほ
か
、
「
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
」
　
（
沖
振
法
）
　
を
制
定

し
、
一
九
七
二
　
（
昭
和
四
七
）
　
年
度
以
後
、
三
次
に
わ
た
っ
て

（
1
）

「
沖
縄
振
興
開
発
計
画
」
　
（
沖
振
計
）
　
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
し
て

沖
振
計
の
実
施
の
過
程
で
、
一
九
七
二
　
（
昭
和
四
七
）
　
年
か
ら
二

〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
　
年
ま
で
の
間
に
、
社
会
資
本
や
産
業
基
盤

の
整
備
な
ど
の
公
共
事
業
を
中
心
と
し
て
、
約
六
兆
七
千
億
円
の

財
政
投
資
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
沖
振
計
の
主
目
的
で

あ
る
製
造
業
の
育
成
は
進
ま
ず
、
沖
縄
の
経
済
構
造
は
、
公
共
事

業
を
中
心
と
す
る
財
政
依
存
型
経
済
へ
の
傾
斜
を
強
め
た
。

施
政
権
返
還
後
の
八
重
山
の
産
業
・
経
済
に
つ
い
て
特
筆
す
べ

き
こ
と
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
観
光
業
が
急
速
に
成
長
し
た
こ
と
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
八
重
山
の
観
光
業
は
、
一
九
七
〇
年
代

を
通
じ
て
、
飛
躍
的
な
発
展
を
と
げ
た
。
入
城
観
光
客
数
に
つ
い

て
見
て
み
る
と
、
一
九
七
二
　
（
昭
和
四
七
）
　
年
の
八
重
山
へ
の
入

城
観
光
客
数
は
三
万
六
八
六
三
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
観
光

客
数
は
上
昇
し
、
一
九
八
〇
　
（
昭
和
五
五
）
　
年
に
は
、
約
六
倍
の

二
〇
万
人
を
突
破
し
た
。
ま
た
、
一
九
七
二
　
（
昭
和
四
七
）
　
年
に

は
、
沖
縄
全
体
の
入
城
観
光
客
数
に
占
め
る
八
重
山
へ
の
入
城
観

光
客
数
の
割
合
は
五
・
九
％
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
三
　
（
昭
和
五

八
）
　
年
に
は
、
約
二
倍
の
一
〇
・
二
％
に
上
昇
し
た
。
そ
の
後
も

廿
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八重山における観光入城客数の推移

（『八重山要覧』より作成）
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八
重
山
で
は
観
光
業
が
着
実
に
成
長
を
と
げ
、
一
九
九
九
年
に
は
、

入
城
観
光
客
数
は
六
〇
万
人
を
突
破
し
た
　
（
図
1
）
。
ま
た
、
沖
縄

全
体
の
入
城
観
光
客
数
に
占
め
る
八
重
山
へ
の
入
城
観
光
客
数
の

割
合
も
一
三
％
を
超
え
た
。
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図2：施政権返還前後の石垣島における

土地の買い占め状況

境
の
破
壊
も
社
会
問
題
化
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
八
重
山
を
訪

れ
る
日
本
本
土
の
人
び
と
の
数
は
年
々
増
加
し

て
き
た
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る

の
が
、
近
年
、
八
重
山
の
自
然
や
歴
史
・
文
化

に
惹
か
れ
て
日
本
本
土
か
ら
移
り
住
む
人
び
と

の
数
が
し
だ
い
に
増
え
て
き
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
正
確
な
統
計
資
料
は
な

い
も
の
の
、
た
と
え
ば
、
与
那
国
町
史
編
纂
委

員
を
つ
と
め
る
米
城
恵
は
、
与
那
国
出
身
の
男

性
と
結
婚
し
て
、
現
在
、
与
那
国
に
在
住
し
て

451

た
だ
し
、
八
重
山
に
お
け
る
観
光
業
の
飛
躍
的
な
成
長
は
、
「
光
」

の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
「
影
」
　
の
側
面
も
伴
っ
て
い
た
。
た
と
え

ば
、
す
で
に
一
九
七
二
　
（
昭
和
四
七
）
　
年
の
施
政
権
返
還
前
後
に

は
、
石
垣
島
で
日
本
本
土
の
大
手
資
本
に
よ
っ
て
観
光
開
発
用
地

と
し
て
土
地
の
買
い
占
め
が
進
め
ら
れ
　
（
図
2
）
、
こ
れ
に
反
発
し

た
地
元
の
若
者
た
ち
に
よ
る
土
地
の
買
い
戻
し
運
動
が
起
こ
っ
た
。

そ
の
後
は
、
日
本
本
土
の
大
手
資
本
に
よ
る
観
光
開
発
が
進
む
一

方
で
、
地
元
資
本
の
倒
産
や
事
業
閉
鎖
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
大
規
模
な
観
光
開
発
や
公
共
事
業
に
よ
る
自
然
・
生
活
環

い
る
日
本
本
土
出
身
の
女
性
の
数
だ
け
で
も
五

〇
人
以
上
に
の
ぼ
る
と
推
測
し
て
い
る
　
（
私
信
に
よ
る
。
な
お
、
現

在
の
与
那
国
の
世
帯
数
は
八
〇
〇
強
で
あ
る
）
。
ま
た
米
城
は
、
与
那
国

に
お
け
る
施
政
権
返
還
後
三
〇
年
を
総
括
す
る
に
あ
た
っ
て
、
人

口
流
出
と
公
共
事
業
に
よ
る
島
の
景
観
の
変
容
に
並
ん
で
日
本
本

土
出
身
者
が
多
数
流
入
し
、
定
着
し
っ
つ
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
　
（
米
城
恵
「
復
帰
三
〇
年
　
不
在
の
検
証
」
　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
　
二
〇
〇

二
年
五
月
二
一
日
朝
刊
）
。
与
那
国
の
言
葉
で
は
、
地
元
出
身
者
を

「
ド
ゥ
ナ
ン
ト
ゥ
」
　
（
与
那
国
人
）
、
日
本
本
土
出
身
者
を
「
ダ
マ
ト
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ゥ
ン
ト
ゥ
」
　
（
大
和
人
、
ヤ
マ
ト
ゥ
ン
チ
ユ
ウ
）
　
と
呼
ぶ
が
、
ダ
マ

ト
ゥ
ン
ト
ゥ
の
流
入
・
定
着
と
い
う
事
態
を
、
ド
ゥ
ナ
ン
ト
ゥ
は

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
な
か
に
は
、
次
に

挙
げ
る
よ
う
に
、
ダ
マ
ト
ゥ
ン
ト
ゥ
の
急
増
に
対
す
る
不
安
を
吐

露
す
る
声
も
あ
る
。

お
そ
ら
く
五
〇
年
後
は
、
や
ま
と
ん
ち
ゅ
う
　
〔
日
本
本
土
出
身

者
〕
　
の
ド
ナ
ン
島
　
〔
与
那
国
島
〕
　
に
な
る
で
し
ょ
う
。
子
供
た
ち

も
高
校
、
大
学
卒
業
　
〔
後
〕
　
に
も
与
那
国
で
の
受
け
入
れ
も
就
職

先
も
な
く
、
島
に
帰
れ
な
く
、
旅
　
〔
島
外
〕
　
で
ス
ト
ッ
プ
と
な
り

さ
び
し
で
す
ね
。

そ
の
影
響
で
、
与
那
国
へ
嫁
に
来
る
　
〔
与
那
国
出
身
の
〕
　
女
性

も
な
く
与
那
国
の
男
性
は
ほ
と
ん
ど
が
や
ま
と
ん
ち
ゅ
う
を
嫁
入

り
　
〔
や
ま
と
ん
ち
ゅ
う
と
結
婚
〕
　
し
て
し
ま
う
。
巷
の
声
で
は
、

役
場
で
は
や
ま
と
人
の
臨
時
職
員
が
多
く
、
ま
た
大
手
自
営
業
の

長
男
の
お
嫁
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
や
ま
と
ん
ち
ゅ
う
で
あ
る
。
後
は

ド
ナ
ン
島
は
、
や
ま
と
ん
ち
ゅ
う
に
乗
っ
取
ら
れ
る
に
決
ま
っ
て

い
る
と
心
配
す
る
住
民
た
ち
で
す
。
（
女
性
・
六
四
才
・
家
事
）

に
な
る
と
思
い
ま
す
か
」
　
と
の
質
問
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
回
答

で
あ
る
　
（
与
那
国
町
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
誌
編
纂
班
一
九
九
九
、
四

六
百
）
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
は
、
ほ
か
に
も
　
「
本
来
の
住
民
　
（
ド

ゥ
ナ
ン
ト
ゥ
）
　
は
ほ
と
ん
ど
居
な
く
な
り
、
島
の
方
言
も
無
く
な

る
と
思
い
ま
す
」
　
（
女
性
・
年
齢
不
詳
）
、
「
政
治
の
主
導
権
は
外
部

の
人
が
握
る
。
別
の
与
那
国
　
（
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
が
）
　
が

生
ま
れ
る
だ
ろ
う
」
　
（
男
性
・
四
一
歳
・
公
務
員
）
　
と
い
っ
た
回
答

が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
他
方
で
は
、
「
現
在
の
ま
ま
の
状
況
の
中
で

は
、
与
那
国
町
の
発
展
は
望
め
ず
、
思
い
切
っ
た
施
策
を
展
開
し

な
け
れ
ば
無
人
島
に
な
っ
て
し
ま
う
」
　
（
男
性
・
五
〇
歳
・
無
職
）

と
、
ダ
マ
ト
ゥ
ン
ト
ゥ
の
増
加
よ
り
も
、
島
社
会
の
存
続
そ
の
も

の
を
危
慣
す
る
回
答
も
複
数
み
ら
れ
た
。

最
近
で
は
、
八
重
山
各
地
に
お
い
て
、
観
光
開
発
や
公
共
事
業

に
よ
る
自
然
・
生
活
環
境
の
破
壊
に
対
し
て
異
議
申
し
立
て
を
す

る
八
重
山
在
住
の
日
本
本
土
出
身
者
の
存
在
が
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
地
元
出
身
者
と
日
本
本
土
出
身
者
が
、
と
も
に
島
で

暮
ら
す
生
活
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
は
、
八
重
山
の
将
来
像
を
考
え
る
上

で
重
要
な
論
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
今
か
ら
五
〇
年
後
、
与
那
国
町
は
ど
の
よ
う
な
社
会
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二
　
「
重
層
的
な
境
界
性
」
の
形
成
過
程

以
上
、
先
史
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
八
重
山
の
歴
史

を
叙
述
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
叙
述
を
ふ
ま
え
て
、
八
重

山
に
お
け
る
　
「
重
層
的
な
境
界
性
」
　
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
若
干

の
考
察
を
行
な
い
た
い
。
こ
の
連
載
の
初
回
で
、
八
重
山
は
、
「
日

本
で
あ
っ
て
、
日
本
で
は
な
い
」
沖
縄
の
な
か
の
　
「
沖
縄
で
あ
っ

て
、
沖
縄
で
は
な
い
」
境
界
的
地
域
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
内
部

に
　
「
八
重
山
で
あ
っ
て
、
八
重
山
で
は
な
い
」
地
域
を
含
む
重
層

的
な
境
界
性
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
と
述
べ
た
。

こ
の
重
層
的
な
境
界
性
と
い
う
八
重
山
の
地
域
的
特
性
は
、
歴
史

的
に
み
れ
ば
、
大
き
く
三
つ
の
転
換
点
を
経
て
段
階
的
に
形
成
さ

れ
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
一
の
転
換
点
は
、
先
史
時
代
、
沖
縄
島
お
よ
び
そ
の
周
辺
離

島
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
文
化
圏
に
属
し
て
い
た
八
重
山
が
、
一

六
世
紀
初
頭
に
琉
球
王
国
の
版
図
に
組
み
込
ま
れ
、
琉
球
王
府
の

統
治
下
に
お
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
八
重

山
は
琉
球
王
国
内
の
　
「
辺
境
」
　
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

第
二
の
転
換
点
は
、
一
六
〇
九
年
の
島
津
侵
入
事
件
を
契
機
と

し
て
、
琉
球
王
府
に
よ
る
八
重
山
の
統
治
が
再
編
・
強
化
さ
れ
、

人
頭
税
が
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

八
重
山
の
人
口
の
大
多
数
を
占
め
て
い
た
農
民
た
ち
は
、
薩
摩
藩
、

琉
球
王
府
、
そ
し
て
地
元
の
中
間
役
人
層
に
よ
る
三
重
の
支
配
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三
の
転
換
点
は
、
一
八
七
九
　
（
明
治
一
二
）
　
年
に
琉
球
王
国

が
解
体
さ
れ
、
沖
縄
県
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
八
重
山
は
日
本
の
な
か
の
　
「
辺
境
」
　
で
あ
る
沖
縄
の
、

さ
ら
に
そ
の
　
「
辺
境
」
　
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

沖
縄
県
設
置
前
後
の
明
治
政
府
に
と
っ
て
、
八
重
山
が
切
り
捨
て

可
能
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
日
活
両
国
の
あ
い
だ
で
分
島
増

約
案
が
妥
結
し
て
い
た
事
実
に
如
実
に
示
さ
れ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
琉
球
王
府
、
薩
摩
藩
、
明
治
政
府
に
よ
る
支

配
を
被
る
過
程
で
重
層
的
な
境
界
性
と
い
う
八
重
山
の
地
域
的
特

性
は
段
階
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
八
重
山
の
地
域
的

特
性
は
、
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
決
定
づ
け
ら
れ
て

い
た
の
で
は
な
く
、
一
六
世
紀
以
来
の
歴
史
的
過
程
の
な
か
で
形

成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
八
重
山
の
地
域
的
特
性
や
、
そ
れ
と
密
接
に
関
わ
る

八
重
山
の
人
び
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
現
代
に
い
た
る
歴

史
的
過
程
の
な
か
で
、
け
っ
し
て
他
律
的
に
形
成
さ
れ
、
今
日
ま
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で
持
続
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
八
重
山
は
、

外
部
社
会
か
ら
、
一
方
的
に
日
本
の
な
か
の
、
あ
る
い
は
沖
縄
の

な
か
の
　
「
辺
境
」
　
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
く
、

八
重
山
の
側
か
ら
も
、
「
八
重
山
は
日
本
／
沖
縄
で
は
な
い
」
　
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
発
せ
ら
れ
て
き
た
と
考
え
ら

れ
る
。近

年
、
こ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
顕
在
化
し
た
例
と
し
て
、

一
九
九
三
　
（
平
成
五
）
　
年
に
放
映
さ
れ
た
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

『
琉
球
の
風
』
　
に
対
す
る
八
重
山
か
ら
の
反
響
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

沖
縄
島
を
中
心
に
流
通
し
て
い
る
　
『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
　
や
　
『
琉

球
新
報
』
　
で
は
、
『
琉
球
の
風
』
　
関
連
の
記
事
に
多
く
の
紙
面
が
割

か
れ
、
ま
た
、
読
者
か
ら
の
投
書
も
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
に

対
し
て
、
八
重
山
を
中
心
に
流
通
し
て
い
る
　
『
八
重
山
毎
日
新
聞
』

で
は
、
対
照
的
に
、
『
琉
球
の
風
』
　
に
関
す
る
記
事
・
投
書
は
ほ
と

ん
ど
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
す
で
に
沖
縄

島
と
八
重
山
に
お
け
る
　
『
琉
球
の
風
』
　
の
受
容
の
　
「
温
度
差
」
　
を

示
唆
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
　
「
温
度
差
」
　
が
は
っ
き
り
と
あ

ら
わ
れ
て
い
た
の
が
、
『
琉
球
の
風
』
　
の
放
映
期
間
中
に
　
『
八
重
山

毎
日
新
聞
』
　
（
一
九
九
三
年
三
月
九
日
、
一
六
日
、
二
八
日
、
五
月

一
一
日
、
一
八
日
、
二
五
日
）
　
に
掲
載
さ
れ
た
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ

と
人
頭
税
の
特
集
記
事
で
あ
っ
た
。
人
頭
税
の
特
集
記
事
で
は
、

記
事
掲
載
の
趣
旨
文
の
な
か
で
　
「
『
琉
球
の
風
』
を
吹
か
せ
、
琉
球

王
国
を
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
放
映
し
て
い
る
が
、
両
先
島
住
民
へ

の
　
『
人
頭
税
』
　
の
差
別
と
犠
牲
を
ど
う
考
え
る
か
」
　
と
の
問
い
か

け
が
な
さ
れ
た
　
（
『
八
重
山
毎
日
新
聞
』
一
九
九
三
年
五
月
一
一
日
）
。

人
頭
税
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
。
こ
れ

か
ら
も
幾
度
と
な
く
打
ち
寄
せ
る
で
あ
ろ
う
　
「
沖
縄
ブ
ー
ム
」
　
の

波
の
な
か
で
、
人
頭
税
の
　
「
記
憶
」
　
は
ふ
た
た
び
喚
起
さ
れ
、
「
八

重
山
は
沖
縄
で
は
な
い
」
　
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

≡
　
八
重
山
か
ら
見
た
日
本
／
沖
縄

い
わ
ゆ
る
知
識
人
や
研
究
者
と
よ
ば
れ
る
人
び
と
は
、
し
ば
し

ば
　
「
沖
縄
か
ら
日
本
を
見
る
」
、
「
沖
縄
に
よ
っ
て
日
本
を
相
対
化

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
　
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
を
口
に
す
る
。
こ
の

よ
う
な
言
説
の
な
か
で
の
沖
縄
は
、
ま
る
で
日
本
の
姿
を
映
す
た

め
の
　
「
鏡
」
　
と
し
て
の
み
存
在
価
値
が
あ
る
か
の
よ
う
だ
。

か
つ
て
沖
縄
は
、
古
い
日
本
の
文
化
が
そ
の
原
型
を
と
ど
め
て

い
る
　
「
古
日
本
の
鏡
」
　
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
い
ま
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や
沖
縄
は
近
代
や
現
代
の
日
本
を
映
し
出
す
鏡
に
な
っ
た
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
言
説
で
は
、
沖
縄
内
部
に
お

け
る
多
様
性
や
矛
盾
は
捨
象
さ
れ
、
日
本
の
姿
を
も
っ
と
も
鮮
明

に
映
し
出
す
部
分
だ
け
が
拡
大
さ
れ
て
　
「
鏡
」
　
の
役
割
を
担
わ
さ

れ
る
。「

八
重
山
か
ら
見
た
日
本
／
沖
縄
」
と
い
う
こ
の
連
載
の
企
図
も

ま
た
、
著
者
が
八
重
山
を
　
「
鏡
」
　
と
し
て
と
ら
え
る
発
想
に
囚
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
八
重
山
の
歴
史
を
叙
述

し
、
重
層
的
な
境
界
性
と
い
う
地
域
特
性
に
注
目
す
る
こ
と
を
通

じ
て
こ
の
連
載
が
目
指
し
て
い
た
の
は
、
「
沖
縄
に
よ
っ
て
日
本
を

相
対
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
　
と
い
う
定
型
化
さ
れ
た
言
説
を
い

っ
た
ん
相
対
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

た
し
か
に
、
沖
縄
「
問
題
」
　
が
何
ひ
と
つ
解
決
さ
れ
て
い
な
い

現
状
を
鑑
み
れ
ば
、
「
沖
縄
に
よ
っ
て
日
本
を
相
対
化
す
る
」
　
こ
と

は
今
後
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
マ
ク
ロ
な
次
元
に
お
け
る

日
本
と
沖
縄
の
間
の
権
力
構
造
を
十
分
に
ふ
ま
え
た
上
で
、
日
本

対
沖
縄
と
い
う
図
式
で
は
し
ば
し
ば
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
複
雑
な

歴
史
と
現
実
に
目
を
向
け
る
こ
と
も
同
時
に
必
要
で
あ
る
は
ず
だ
。

こ
の
連
載
に
お
け
る
八
重
山
の
歴
史
の
叙
述
は
あ
く
ま
で
素
描
に

過
ぎ
ず
、
い
ま
だ
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
の

足
が
か
り
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
八
重
山
の
過
去
、
現
在
、
そ
し

て
未
来
を
見
据
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
最
後
に
、
こ
の

連
載
を
執
筆
す
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
明
楽
誠
氏
に
こ
の

場
を
借
り
て
深
謝
し
た
い
。

注（
l
）
第
三
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
は
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
度
で

終
了
し
、
二
〇
〇
二
　
（
平
成
一
四
）
　
年
度
か
ら
は
、
従
来
の
沖
縄

振
興
開
発
特
別
措
置
法
に
代
わ
っ
て
　
「
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
」

が
施
行
さ
れ
て
い
る
。

参
考
文
献

与
那
国
町
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
誌
編
纂
班
　
（
編
）
一
九
九
九
、

『
与
那
国
』
　
与
那
国
町
役
場
。

（
は
ら
・
と
も
あ
き
／
静
岡
大
学
）


	img238.pdf

